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l 業績
前掲のとおり，東京大学を退職後，明治大学就任以降のわずか9年間のみの
著作・論考等を掲載されるに止まるが，その数は在任年数に反比例して多数に
わたる。が，特筆すべきは， r精義シリーズ」であり，特に著作の②から③に
桟目したい。タイトルの「精義」の名が示す通り，その論述は詳細を極め，紙
面上の講義に値する。その理由は以下のとおりである。
2 最新のフロンティアまたは最後のパイオニア
「行政法学」の世界は，主として 2つの柱から構成されている。ひとつは体
系的理論の世界，すなわち「行政法総論」分野であり，法典なき無数の行政法
律群のベースを成す「総則Jr総論」部分を理論構成する世界であるO 他のひ
とつが，手続法解釈の世界である。法典なき「行政法」の世界では希少な通則
法，特に，事後手続法である行政不服審査法一一この分野については，教授の
「行政不服審査機関の研究」が「本格的論文集」として位置づけられるーーや
行政事件訴訟さらには国家賠償法を対象として，個人の権利救済を前提に，そ
の解釈運用を論ずる分野であり， r行政救済法Jとして知られる分野である。
ここでは，そのクラスターとして理論・学説と法実務の共同作業による「コン
メンタール法学」空間も形成されている。
それでは，無数の実定行政法律群は「学」の考察対象とされているか。そこ
は，正しく行政実践の世界すなわち行政権による公権的解釈・実務の分野であっ
て，自ずと理論は後退し，これが学の考察対象とされることは殆どない。
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ところが行政法が司法試験の必修科目のひとつとされ，法科大学院が設立さ
れ，個別具体の行政法律が司法試験の素材とされるに至り，行政法学にも新た
な地平(最後のフロンティア?)が拓かれるに至る O
この新しきフロンティアに筆を振るわれているのが，碓井教授である。本法
科大学院への着任 (2008年)以降，その作品群はいずれも法科大学院生への
講義の構想立案や制度設計を契機として，実定法(ないしその実務)を素材に
これに既存の行政法学の方法論を適用解釈し， I学J的分析を加えている。もっ
て目指すところは，彼らの行政法世界の理解の完成と充実である。この意味で，
教授は法科大学院において行政法科目担当者として，受講者目線で，既存の行
政法学に新たなフロンティアを開かれたパイオニアともいえる。まさに，精義
シリー ズは， I法科大学院・行政法」における「教科書」である。
此度，教授はめでたくご退職になり，法科生にとって直接に聴講の機会を失
うことになるのは残念であるが 講義ビデオも収録されていることから，こ
の点についても心配は無用であるが一一，大著「精義」シリーズは，何時でも
行政法の実践的かっ理論的な理解を法科生に提供(紙上講義を開催)している。
碓井教授は，退職後を見据えて，なお外国法研究に従事したいとつぶやかれ
た。今後のご健勝を祈るとともに，衰えを知らぬ意欲をもって如何なる研究地
平が拓かれてゆくのか楽しみである。
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